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選択制海外臨床実習報告（ドイツ）
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塩崎悠司
1 ．はじめに
　今回，選択制臨床実習としてドイツにて心臓外科の実習を行っ
てきました。私が臨床実習にて海外・ドイツを選択した理由は大
きく ２ つです。 １ つは心臓血管外科に興味があったことです。先
輩方がドイツにて心臓血管外科の実習を行い，非常に多くのこと
を学び，日本ではなかなか見られない手術も見ることができそう
だと思ったのでドイツを選択しました。 ２ つ目は海外の病院を見
て，海外で働く日本人医師の姿を知りたかったからです。私がお
世話になった病院には現在 ５ 人の日本人医師が心臓外科医として
勤務されています。将来留学に興味があったので良い機会だと思
い海外での実習を選択しました。
2 ．実習先の病院
　ドイツではBad Oeynhausenという 小 さな 町 にあるHDZ-
NRW（ノルトラインヴェストファーレン・心臓糖尿病セン
ター）にて実習させていただきました。この病院は第一外科
の深原先生が以前留学されていた病院であり，深原先生のご
紹介により今回実習を行うことができました。
　病院には手術室が 8 室あり，すべて心臓血管外科手術用で
す。毎日すべての手術室で ２ ～ ３ 件ずつ手術が行われてお
り，年間の手術数は約4０００件です。心臓移植手術も年間７０～
8０件行われています。日本では考えられないほど多くの手術
を行っており，実習の間に非常にたくさんの手術を見学する
ことができました。
３ ．実習について
　ドイツでの基本的な １ 日の流れは，朝 ７ 時ごろ病院に行って白衣に着替え，朝のカンファレンスに参加し
ます。その後病棟での処置を見学させてもらい， 8 時からオペ室へ行きます。オペ室の入り口には今日の手
術予定が一覧できるようになっており，その中から自分が見たい手術を選んでオペ室へ入ります。看護師さ
んや麻酔科の先生，外科の先生方に挨拶し，手術を見学させてもらいます。外から見る時には麻酔科の先生
の所から覗き込むように見せていただき，非常に見やすかったです。また，手洗いして術野に入れてもらえ
るときもありました。非常に緊張しましたが，少しずつ慣れていってしっかりと手術を見ることができるよ
うになっていきました。
　 １ 件目の手術が終わったらお昼を食べ，午後から ２ 件目の手術を見学します。手術が終わって帰宅するの
は午後 4 時， ５ 時くらいでした。
　ドイツでの実習には課題などは一切ありません。自分で学びたいことを探して行動します。先生方にお願
いし，手術を見せていただいたり，病棟を見せていただいたりと目的を持って行動することが大切でした。
４ ．ドイツの心臓外科
　ドイツでは心臓手術を行うことができる病院が日本よりずっと少なく，ドイツ中の患者が心臓病センター
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病院へと搬送されます。そのため上記のような非常に多くの手術を行うことが可能となっています。手術の
流れも画一化されており，オペ室の隣の部屋で麻酔をかけ，前の手術が終わり部屋の掃除が終了次第すぐ搬
入し手術開始と，とてもスピーディに行われていました。
　ドイツで見たい手術の １ つに心臓移植手術がありました。日本ではなかなか見ることができない手術であ
り，是非ドイツで見たいと思っていたところ， １ 週目でさっそく見ることができました。移植の手術は基本
的に緊急で行われるのですが，初日に移植を見たいと伝えていたら先生が教えてくださり見学することがで
きました。教科書で手順などを見たことはありましたが，やはり実際に見てみることでとても理解が深まり
ました。
　また，日本で見たことのある手術をドイツでも見ることができ，その違いを学ぶこともできました。ドイ
ツでは日本では使われていないデバイスや術式を用いていることも多く，低侵襲手術やTAVIなども学ぶこ
とができました。
５ ．ドイツでの生活
　ドイツに行くにあたり，まず心配だったことは言葉でした。大学で第二外国語としてドイツ語を学んだこ
とはありましたが， ５ 年ほど前のことでありましたし，ほとんど覚えていないという状態でした。せめて挨
拶くらいはできるようになろう，と思いドイツに行く数ヶ月前からドイツ語の勉強を少しずつ行いました。
結果として現地ではほとんど歯がたたなかったのですが，簡単な挨拶だけでもドイツ語で話しかけるとドイ
ツの人々も笑顔で返してくださり，少しでも勉強しておいて良かったと感じました。また，向うで実習して
いると少しずつドイツ語に慣れていき，なんとなく
の意味を汲み取ることができるようになっていきま
した。
　ドイツでは病院が用意してくれたペンションにて
一ヶ月過ごしていました。ホテルのように毎日掃除
が入り，とても快適に過ごすことができました。
　宿の近くには何軒もスーパーがあり，日用品や食
料も買うことができ便利でした。そういった店でも
片言のドイツ語で話すと笑顔で返してくれ，ドイツ
の人々の優しさを感じました。
　また，少しでも英語が話せると非常に武器になり
ます。現地の先生方も英語は通じるので，質問した
いことや見たいものに関しては英語で話していまし
た。とにかくコミュニケーションをとろうとするこ
と，なんとか伝えようとする気持ちが大切だと感じ
ました。
６ ．ドイツへの留学
　日本人がドイツへ留学するためには，まず語学試験に合格する必要があります。日本人の先生方は最初半
年ほどドイツで語学学校に通い，試験に合格して勤務を始めるという流れのようでした。語学試験以外にも
う一つ面接などの試験もあり，ドイツ国内でも州によってその試験が必要かどうか分かれているようでし
た。アメリカで臨床医として働くためには相応の試験に合格しなければならないため，そういった面では留
学しやすい国だと思いました。
7 ．休日の過ごし方
　実習は土日は完全に休みだったので，ドイツ中を観光しに行っていました。ドイツは電車が発達しており
正確に動いているので移動は簡単でした。ベルリン，ケルン，デュッセルドルフ，ブレーメンなど多くの都
市へ行き，色々な文化に触れることができました。また， １ 人で海外の都市を周遊し，自分の自信をつける
ことにもつながりました。ドイツはどの街も美しい風景ばかりで歩いているだけでもとても楽しく，異文化
体験をすることができました。
一ヶ月過ごしたペンション。病院まで徒歩15分ほど
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８ ．最後に
　今回，選択実習としてドイツを選んで本当に良かったです。 4 週間，大変貴重な体験をさせていただきま
した。行く前までは心配ごとや不安，緊張が大きく，ドキドキしながら過ごしていました。しかし，ドイツ
について一週間ほどで慣れてきて，先生に質問したり，病棟を見せてもらったりと有意義に過ごすことがで
きました。現地の日本人の先生方には大変お世話になりました。また，その他の医師や看護士さん，麻酔科
の先生方も質問すれば丁寧に答えてくださり，多くの人の優しさに触れることのできた実習でした。多くの
方々に協力していただいたことへの感謝の気持ちは忘れません。
　また，海外で実習を行うことで英語の重要さを痛感しました。今回はドイツに行きましたが，ドイツでも
英語ができればとりあえずなんとかなる（もちろんドイツ語の学習は必須ですが），逆に英語もドイツ語も
できなければ何もできない，ということを肌で感じました。今後医師として活躍していくためには英語は絶
対に必要だと実感することができました。そういったことを知ることができたこともとても貴重な体験でし
た。
　最後に，今回の実習は富山大学第一外科の芳村直樹教授，深原一晃先生，北関東循環器病院南和友院長先
生のご紹介により行うことができました。また，現地の日本人の先生方，病院関係者の方々，など大変多く
の方々にもご協力していただき，この場を借りて厚く御礼申し上げます。
貴重な 4 週間を過ごさせていただきありがとうございました。
　今後，ドイツへ実習に行く後輩の皆さんの参考になれば幸いです。有意義な実習ができるよう願っていま
す。
ベルリン名物カリ ブールストとドイツビール
ハーメルンの笛吹き男世界遺産ケルン大聖堂
